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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、急性期病院の状況に対応した認知症看護実践能力を明らかにすることを目

的としている。データ収集及び分析は修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチに基

づき、急性期病院に勤務する看護師にインタビューを実施した。比較分析の結果、認知症

対応型看護実践能力として、急性期を離脱するまでの看護スタッフの相互協力が不可欠で

あること、高齢者の見守りの工夫、自己の許容量を広げる方策を抽出した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this study was to clarify competence of nurse caring for hospitalized 

elderly patients with dementia in medical facilities. This study was a qualitative study 

using modified grounded theory approach guided data collection and analysis. Registered 

nurses who care for elderly with dementia in medical facilities were interviewed. The 

result shows that nurses cooperated mutually and observed patients suffering from 

dementia for their safety, and development of their specialized skills. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2010 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

2011 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

2012 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

年度  

  年度  

総 計 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

 
研究分野：老年看護学 
科研費の分科・細目：看護学・地域・老年看護学 
キーワード：急性期病院, 認知症, 看護実践能力 
 
１．研究開始当初の背景 

日本における認知症対策は、医療体制の不

足により、医療よりも介護サービスを中心に

対応が行われてきた経緯がある（厚生労働省，

2007）。先行研究「認知症看護における看護

実践能力修得までのプロセスと構造（2006～
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2008 年度基盤研究（C））」から、看護師が認

知症高齢者の危険な行動を事前に発見・事故

を回避するために、医療施設での制限（病棟

の構造、看護師の人員配置等）を受けながら、

可能な範囲で高齢者の見守りを行っている

状況であり、転倒事故を未然に防止すること

が困難であること、看護師が一瞬目を離した

時に転倒事故が起こりやすく、やむをえず身

体拘束を実施する状況であることが示され

た。先行研究では病院、介護老人保健施設、

療養型医療施設のうち、急性期病院での認知

症高齢者の看護がきわめて困難な状況であ

ることが示唆された。そのため、急性期にお

いても認知症に対応できる看護実践能力

（「認知症対応型看護実践能力」と命名）を

明らかにすることが急務と考えた。本研究成

果から看護教育プログラムや医療施設の看

護環境の改善のための基礎資料を得ること

ができ、認知症看護の質の向上に貢献するこ

とが可能となると考える。 

 

２．研究の目的 

本研究では、医療施設の中でも急性期病院

の状況に対応した認知症看護実践能力の開

発を目指して、認知症高齢者の看護を行うう

えでの困難と、対応に必要な看護実践能力、

能力獲得のプロセスを明らかにすることを

目的とした。 

 

３．研究の方法 

認知症高齢者に対応するための看護実践

能力と獲得のプロセスを明らかにするため

に、修正版グラウンデッド・セオリー・アプ

ローチ（木下,2003）に基づき、インタビュ

ーのデータから特有な看護実践能力を抽出

し、概念化を試みた。 

［対象］対象は、研究の許可が得られた急性

期病院に勤務する看護師（看護の経験年数 3

年以上）であり、継続的比較分析のためにス

タッフ、管理職から募集した。 

［方法］データ収集及び分析は修正版グラウ

ンデッド・セオリー・アプローチ(以下、

M-GTA)を基に実施し、認知症高齢者に対応す

るために、現在勤務する病棟で必要とされる

看護実践能力を抽出した。対象者に承諾を得

て、個別に１時間程度の半構成的インタビュ

ーを行った。インタビュー内容は、現在勤務

している病棟での認知症高齢者の看護体験

を中心に、対象者が自由に語ることができる

ように配慮し、その時の看護師の判断・対応

等について質問を補足した。対象者の許可を

得て録音を行い、逐語録を作成したうえで質

的データとして取り扱った。 

データ分析は M-GTA の方法に基づき、急性

期病院における認知症看護に特有な概念を

抽出するために分析ワークシートを作成し

た（概念、定義、具体例、理論的メモを記入）。

ここでは看護師の判断・対応、社会的背景（病

棟の状況、患者・家族との相互作用など）か

ら抽出した概念同士の関連性や、プロセスを

記述した。インタビュー・データと併せて比

較のために、既存の認知症高齢者の看護に関

する文献、先行研究「認知症看護における看

護実践能力修得までのプロセスと構造（2006

～2008 年度基盤研究（C））」のデータ・カテ

ゴリーとの比較を行った。 

 

４．研究成果 

対象者は 1 施設２病棟に勤務する 11 名の

看護師（脳神経外科、整形外科病棟の管理

職・スタッフ）であった。 

分析の結果、急性期病棟において認知症高

齢者は常に看護師の意識下にある存在であ

り、高齢者が安全に治療を受けられるよう早

期に急性期を離脱することが第一の目標と

なっていた。患者の見守り体制は自然形成さ



 

 

れており、その背景には看護師自身の不安

（自分が担当になった時、高齢者に対応でき

るか不安を感じる等）も原動力となっている

ことが示された。術後せん妄が起こった場合、

薬物が禁忌の期間であり、看護師は医師から

高齢者の対応を全面委任されることも少な

くなく、必要に応じて身体拘束も実施せざる

を得ない状況となっていた。常に看護師の誰

かが高齢者を見守る体制をとるため、看護師

間の相互協力は不可欠であると認識されて

いた。また、高齢者が早期に急性期を離脱す

るためには、医師や家族に対して治療の方向

性について踏み込んだ提案をすること（術後

のチューブ類の抜去時期の提案等）も必要と

されていた。このように、急性期においては

看護師側の見守り体制は重視されており、職

務の義務を超えた見守り（担当以外の時も患

者に関心をもち、様子をうかがいに行く等）

も行われていた。 

急性期病院の場合、認知症の診断名がない

場合でも、看護師は患者の行動から認知機能

の低下や、転倒等の事故につながる危険な行

動が起こることを判断・予測していた。急性

期において、一時的に身体拘束はやむを得な

い処置であるという認識があり、事故を未然

に防ぐためには家族の付き添いを依頼する

ことも必要であること、様々な対策を行って

も事故を未然に防止することが困難な体験

として挙げられた。熟練した看護師、認定看

護師など、認知症高齢者のケアについて患者

の対応を相談、高齢者の視点から助言できる

看護師(認定看護師)の存在はサポート体制

として必要とされていた。 

一方では、看護師のマンパワーには限界が

あり、認知症により繰り返される訴えを聞き、

合わせようとする努力、そのすべてに応じら

れない葛藤等、看護の許容量を超える状況が

あり、こうした状況下では、看護師間で情報

共有がしやすい環境があること、高齢者の視

点からも助言できる存在はサポート体制と

して必要とされていた。また、高齢者ケア施

設と比較して困難な面もあるが、急性期病院

においてもレクリエーション等、高齢者の気

を紛らわすケアを積極的に取り入れ、実行で

きるように留意されていた。 

先行研究においても、看護上の困難な状況

としてマンパワーが限られていることから

看護業務上の余裕が失われ、緊迫した状況が

あることが示されたが、今回の研究でも繰り

返される患者の訴え全てに応じられない、適

当に合わせているようで看護師として葛藤

する、看護業務の優先順位として、同時期に

入院中の自立度の高い患者との関わりが少

なくなる等の精神的なストレスも抽出して

いる。その反面、認知症による高齢者の予想

もつかない行動は単に危険とみるのではな

く、看護師から見て興味深い行動（現場のハ

プニング）を通してその人への理解が進み、

看護が楽しくなる等、ポジティブな方向への

転換があることも示されている。先行研究で

は、認知症高齢者の対応が困難で看護師自身

も「受け入れられない期間」を経て、「許容

量の広がり」、「慣れの成果」を獲得するプロ

セスを明らかにしたが、本研究ではその具体

例が蓄積されたため、ヴァリエーションが広

がったと考える。また、従来は認知症高齢者

の場合、治療方針の見通しが立てにくく、入

院期間が延長する傾向があり、退院・転院ま

で患者の安全を守るために看護師の見守り

上の困難があることが示されており、治療・

看護に対する患者の理解・協力が得られにく

いことが前提として示されていた。しかし、

今回の研究では、認知症高齢者の場合、安静

の指示が守られず、活動性が高いためにかえ

って治癒が早まり術後の経過が良好になる

こともある等、ネガティブな側面ばかりでは



 

 

ないことも示唆された。 

先行研究との継続比較分析の結果、急性期

病院に特化した認知症高齢者に対応するた

めに必要な看護実践能力とは、見守りの常態

化・ルーチン化、予測がつく、認知症がかえ

って回復を助ける、ハプニングを楽しむ余裕

等、従来の認知症高齢者の見方からの転換と

いった看護師側の認識の変容も能力の一部

として示唆されており、急性期病院出の看護

実践能力として今後もデータを蓄積し、洗練

を継続することにより看護教育・研究に貢献

できると考える。今後は、急性期病院に対応

できる看護実践能力を更に明らかにし、看護

師及び看護学生を対象にした教育プログラ

ムを開発する予定である。 
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